２０２０　法学部政治学科　高橋研究会（現代中国政治）募集要項
以下の要領でゼミ生を募集します。

1． 研究分野：　現代中国研究

2． 募集人数：　最大１０名程度
3． 応募に際し、提出してもらう書類：
小論文――以下のテーマに沿って、８，０００字程度（ワープロ可）の分量にまとめたもの。引用する場合には必ず出所を明示すること。また、論文の最後に、参照した文献およびホームページのURLのリストを示すこと。
　　　テーマ：香港における学生たちの激しいデモは、香港の指導者たちとともに北京の指導者たちをも明らかに苦境に追い込んでいる。長引く騒擾は、世界における中国のイメージを大きく傷つけ、そして米中貿易摩擦で苦しむ中国経済をさらに減速させるであろう。だが、現在までのところ、北京の指導者たちと香港の学生たちは、お互いにまったく譲歩する気がない。あなたは、香港に平和と秩序を回復するために、習近平がとりうる政策オプションにはいかなるものがあり、そのうち採用される可能性がもっとも高いものは何であると考えるか？また、一年後の香港はどうなっているだろうか？できるだけ社会科学の香りがするように論じなさい。
小論文を2020年1月31日（金曜日、必着）までに、簡易書留で
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慶応大学法学部　高橋伸夫研究室　に送付してください。書類を提出したものに対し、統一ゼミ選考日に詳細な調書に記入（手書き、約１時間かかります）してもらったうえ、面接を実施し、入会を認めるかどうかを決定します。
ただし！
4． 以下の三つの条件を満たす者は、小論文を免除します。
●地域研究・比較政治基礎の試験でAをとった。
　　　●中国語インテンシヴを履修した（履修している）。
　　　●「インターナショナル」（いかなる言語でもかまわない）を歌える。
　　この形態での入ゼミを希望する者は、下記のアドレス宛に「自分は三条件を満たすため、小論文免除を希望する」旨伝え、2020年1月31日までにエントリーを済ませること。エントリーを行った者は、統一ゼミ選考日に必ず成績証明書を持参すること。この場合でも、やはり調書に記入してもらったうえ、面接時に「インターナショナル」を歌ってもらいます。
さらに！
5． 以下の二つの条件を満たす留学生も、小論文を免除します。
●地域研究・比較政治基礎の試験でAもしくはＢをとった。
●「インターナショナル」（いかなる言語でもかまわない）を歌える。
　　この形態での入ゼミを希望する留学生は、下記のアドレス宛に「自分は二条件を満たす留学生であるため、小論文免除を希望する」旨伝え、2020年1月31日までにエントリーを済ませること。エントリーを行った者は、統一ゼミ選考日に必ず成績証明書を持参すること。やはり調書に記入してもらったうえ、面接時に「インターナショナル」を歌ってもらいます。
　エントリー用のアドレス：n.takahashi.seminar@gmail.com
